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[ス白色腐朽過程の解析 中村　嘉利 金沢大学自然科学研究科 渡辺　隆司
18－5 木質形成の代謝ネットワーク機構の解明 鈴木　史朗 只都大学生存基盤科学研究ユニッg 梅澤俊明
18－6
電子線回折法による人工合成セルロースの観@ 木村　俊作 県都大学大学院工学研究科材料化w専攻 杉山　淳司
18－7
歴史的建造物由来合材における化学成分の評ｿ 横山　操 京都大学生存圏研究所 梅澤　俊明
ユ8－8
コメ胚乳細胞壁多糖結合フェニルプロパノイ
hの解析 奥西　智哉
農業・食品産業技術総合研究機構中
對_業総合研究センター北陸研究
Zンター
梅澤　俊明
3．特記事項
●　本システムのスタートアップシンポジウムとして、第45回生存圏シンポジウム「ポストゲノム時代
　　の森林バイオマスの評価・分析一とても複雑な植物細胞壁について、今何を見たいか、何が見えるカト」
　　を開催した。本シンポジウムには全国から100余名の参加が得られ、森林バイオマスの化学分析の必
　　要性とともに、本システムヘの期待が寄せられた。
4．研究成果紹介・共同利用についての学術的紹介
　平成18年度は、まず、非常勤技術員（研究支援推進員）の訓練を兼ねた分析プロトコールの作成を行
った。なお、非常勤技術員の勤務時間は一日8時間（休憩を含む）、週2日であり、訓練と分析プロトコ
ールの確立にほぼ半年強を要した。実際に分析が開始されたのは平成18年11月下句からであった。
　分析プロトコールは、リグニンの構造解析手法であるチオアシドリシスおよびニトロベンゼン酸化分解、
リグニン定量法であるクラーソンリグニン法およびアセチルブロマイド法について作成した。これらの手
法の標準プロトコールは、研究者や学生が時間無制限に行うことが暗黙の前提となっていることから、ま
ず、技術員の勤務形態に即したものに改良した。なお、本プロトコールは、当研究所の紀要「生存圏研究」
に公表する。本システムは、平成18年度後期に実質的活動を開始したところであり、成果の実績は上が
り始めたところであるが、以下の通り、雑誌投稿1件、国際会議における成果報告1件、国内学会にお
ける成果報告1件が予定されている。
　梅澤俊明、和日ヨ将平、榊原紀和、山村正臣、鈴木史朗、服部武文、幸田みどり、森林バイオマス評価分
　　析システムにおけるリグニン分析プロトコール、生存圏研究、（2007）
　Umezawa，T．，Wada，S．，Sakurai，N．，Ogata，Y．，Sakakibara，N．，Nakat　subo，T．，Suzuki，S．，Takahashi，
　　Y．　Hattor　i，　T．，　Shibata，　D．，　Characteri　zat　ion　of　Transcript　ion　Factors　Contro11ing　the
　　Cinnamate／Monol　i　gno1　Pathway　by　Gene－Coexpress　ion　Network　Ana1ys　i　s　of　Mi　croarray　Data　Sets，
　　10th　International　Congress　on　Biotechnology　in　the　Pu1p　and　Paper　Industry，Madison，June10－14
　　（2007）
　高橋資典、鈴木史朗、服部武文、櫻非望、尾形善之、柴田大輔、梅澤俊明、シロイヌナズナ花茎の二次
　　壁形成時に発現する調節遺伝子の発現解析、第57回日本木材学会大会、広島、8月8～10日
　　（2007）
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